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畢
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誤
謬
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侍

へ
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ゐ
る
の
で
之
を
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思
ふ
｡
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で
乍
ら
両
文
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誤
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先
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宛
拾
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'
石
田
先
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拳
げ
ら
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た
る
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ュ
ウ
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の
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ハ
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〇
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の
誤
鵜
で
あ
ら
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t
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田
中
博
士
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奉
げ
ら
れ
た
る

｢伯
林
文
庫
漢
音
目
録
｣
の
出
版
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､
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田

発
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桂
丁
書
名
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奉
げ
ら
れ
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に
止
ま
る
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泉
井
久
之
助

先
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御
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意
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見
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た
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ラ
フ
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ル
セ
ル
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撃

二
八
八
頁
に
輝
れ
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'
猫
逸
版
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1
六
八

三
年
'
撞
丁
版
は

〓
ハ
八
四
年

1
六
八
五
年
で
あ
る
か
ら
'

1

六
八
二
年
は
誤
植
で
あ
ら
う
｡

そ
こ
で
今
金
が
考

へ
ん
と
す
る

｢
ア
ブ
ダ
ラ
ア

･
ベ
イ
ダ
ギ

イ
支
那
史
評
注
｣
に
関
す
る
誤
謬
を
換
す
べ
き
順
序
と
な
る
が

先
づ
こ
れ
が
後
に
収
め
ら
れ
た
る

｢
東
方
論
纂
｣
か
ら
始
め
た

い
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こ
の
書
は
幸
に
し
て
貧
弱
な
る
余
の
蔵
書
中
に

一
本
を
有
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ゐ
る
か
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あ
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余
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叉
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収
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版
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｣
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再
版
は
四
籍
を
槍
涼
し
'
三
版
が
｢
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方
論
碁
｣
と
な
っ
て
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考
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迄
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b
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あ
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の
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ル
メ
エ
ル
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詮
は

､､＼
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ア
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ヅ
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出
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た
る
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に
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の
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箆
兄
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て
明
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な
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詮
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あ
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易
ふ
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ウ
ラ
ア
は
ア
ブ
ダ
ラ
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ダ
ラ
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後
に

E
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既
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誤
謬
の
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記
せ
る

旨
を
教

へ
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れ
た
の
で
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書
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雄
畢
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之
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按
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す
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〇
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版
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た
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博
士
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ウ
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版
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些
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察
牢
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っ
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述
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a
n
n
a
le
s
(･h
in
o
ise
B
e
t
u
u
e

h
iB
boi
r
c

d
e
la

g
lle
r

re
q
tIt
a
Va
i
t

en

Lieu
en
tre

O
k
tai
eb
lea
K

inS.

と
あ
る
ら
し
い
｡
宋
君
柴
の
蒙
古
史
は
余
の
未
だ
見
る
に
及
ぼ

ざ
る
珍
籍
で
､

余は
上
引

の
文
句

を
カ

ア

ト

ル
メ

エ
ル

の
波
斯

の
蒙
古
史
の

叙論九
十
八
頁
の
注

か
ら
孫
引
き
し
た
の
で

あ

る
｡
恐
ら
-
此
等
に
よ
っ
て

レ
ミ
ュ
ザ
等
は
帝
王
紀
年
な
る
蒙

文
は
か
1

る
誤
謬
を
引
起
し
易
い
｡
即
ち

｢嘗
謬
貞
親
政
要
以

獣
､
帝
大
怜
詔
繕
寛
､
術
賜
左
右
､
且
命
鐸
帝
範
及
農
朝
起
居

注
名
目
聖
武
関
天
紀
､井
述
太
宗
平
金
始
末
'倶
付
史
館
｣
と
あ

る
が
､
貞
親
政
要
と
帝
範
を
謬
し
た
ん
だ
か
ら
､
必
ず
蒙
古
文

と
な
し
た
ん
だ
｡
然
ら
ば
聖
武
関
天
紀
も
太
宗
千
金
始
末
も
蒙

i

文
と
見
ら
れ
る
｡
或
は
郡
遠
平
は
さ
う
解
樺
し
た
の
か
も
知
れ

な
い
｡

一
変
も
引
用
は
し
て
ゐ
な
い
様
だ
が
､
引
用
書
目
中
に

は
黍
牢
の
聖
武
関
天
紀
を
著
錬
し
て
ゐ
る
が
'
蒙
文
本
を
見
て

ゐ
た
と
す
れ
ば
何
か
と
誤
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
C
大
腰
此
文
は

元
史
百
三
十
七
列
偉
容
第
二
十
四
の
寮
等
樽
に
本
づ
い
た
も
の

で
あ
る
｡
元
史
の
文
で
は
'
上
年
は
同
じ
で
略
す
る
が
1
且
詔

評
帝
範
'
叉
命
謬
股
必
赤
戴
､
名
目
聖
武
関
天
記
､
及
紀
年
第

要
太
宗
千
金
始
末
等
書
'
倶
付
史
館
｣
と
あ
る
｡
是
れ
貞
親
政

要
帝
範
を
蒙
文
に
詳
し
､
叉
命
ぜ
ら
れ
て
蒙
文
政
必
赤
顔
を
践

文
に
謬
し
た
の
で
あ
る
｡
魂
源
の
元
史
新
編
撃

二
十
九
列
健
二

十
三
の
察
竿
侍
､
村
助
嘉
の
新
元
史
巻

一
百
九
十
九
列
倦
第
九

十
六
の
寮
等
俸
'
並
び
に
何
等
の
攻
刑
補
jE
を
し
て
ゐ
な
い
か

ら
'
同
様
に
解
し
た
ら
う
｡
郡
遠
平
は
全
部
を
蒙
文
評
と
見
る

か
ら
'
胎
必
赤
顔
を
農
朝
起
居
注
と
攻
め
Pr
叉
命
評
｣
の
三
字

を

｢
及
｣
の

1
字
に
改
め
た
も
の
ら
し
い
｡
叉
紀
年
纂
要
の
7

書
は
豪
文
な
ら
ざ
る
を
以
て
省
き
､
別
に
注
中
に

｢嘗
著
帝
王

紀
年

1
書
｣
と
著
鎖
し
た
の
で
'
そ
れ
は
歴
代
帝
王
紀
年
碁
要

と
彊
す
る
察
竿
の
瑛
文
著
述
を
知
っ
て
ゐ
た
､
そ
こ
で
其
書
の

程
距
夫
の
序
を
其
下
に
引
用
し
て
置
い
た
の
で
あ
る
｡
宋
君
柴

は
或
些
冗
史
を
参
観
し
乍
ら
郡
民
に
引
か
れ
て
誤
謬
し
た
の
か

も
知
れ
な
S
o
或
は
上
の
文
句
は
農
朝
起
居
注
を
葦
し
た
の
か

も
知
れ
な
S
が
､
ど
う
も
碁
要
の
文
句
に
期
首
す
る
様
に
恩
は
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れ
る
｡原
本
を
見
な
い
か
ら
疑
は
し
い
｡
レ
ミ
ュ
ザ
の
本
を
見
な

い
の
だ
が
､
ど
う
も
此
連
か
ら
誤
を
生
じ
た
の
で
な
か
ら
う
か
｡

元
史
の
紀
年
纂
要
の
語
に
は
倍
ほ
少
し
-
巌
ひ
無
き
に
非
ざ
る

も
､
程
氏
の
序
せ
る
歴
代
帝
王
紀
年
纂
要
は
四
庫
全
書
親
日
提

要
史
部
編
年
類
存
日
中
に
元
案
等
撰
明
黄
諌
補
の
帝
王
紀
年
纂

要

一
巻
と
し
て
著
錬
し
て
あ
る
か
ら
.
今
僻
ほ
世
に
倦
存
し
て

ゐ
る
だ
ら
う
と
思
は
れ
る
｡
倍
ほ
鏡
大
折
の
補
元
史
重
文
志
巻

二
史
部
編
年
類
に
も
､
侃
燦
撰
慮
文
招
補
の
補
遼
金
元
重
文
志

史
部
編
年
類
に
も
'
帝
王
紀
年
纂
要
と
し
て
著
錬
し
て
あ
る
が

原
本
を
見
た
る
や
否
や
は
保
し
報
い
｡
以
上
の
考
詮
に
操
れ
ば

寮
等
の
蒙
文
帝
王
紀
年
な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
｡
然
ら
ば
察

竿
の
漢
文
本
に
本
づ
い
て

ミ
ュ
ウ
ラ
ア
本
が
編
纂
さ
れ
た
る
や

否
や
｡
程
序
及
び
提
要
に
よ
れ
ば
帝
王
紀
年
纂
要
は
太
埠
伏
義

氏
に
始
ま
る
ら
し
い
が
､
ク
リ
ヒ
･
カ
タ
イ
は
盤
古
氏
に
始
ま

る
所
を
以
て
見
れ
ば
恐
ら
-
関
係
は
無
か
ら
う
｡

然
し

ク
リ

ヒ
･
カ
タ
イ
は
漢
文
資
料
に
本
づ
い
た
に
は
相
違
な
-
'
且
叉

そ
れ
も
紀
年
纂
要
式
の
簡
峯
な
る
も
の
に
依
探
し
た
ら
う
｡
例

へ
ば
凹
庫
提
要
史
部
別
史
類
布
目
に
青
線
せ
る
歴
代
帝
王
等
要

語
括

一
巻
の
如
き
類
の
も
の
で
な
か
っ
た
ら
う
か
｡
他
日
閑
暇

と
便
宜
を
兼
ね
有
す
る
好
機
倉
に
は
調
べ
て
見
た
い
J
J思
ふ
.

石
田
杜
柑
先
生
は
其
後
岩
波
講
座
東
洋
思
潮
中
に

｢
支
那
文

化
と
西
方
文
化
と
の
交
流
｣
と
鰻
す
る
雄
籍
を
出
だ
さ
れ
､
そ

の
九
八
-
九
式
に
再
び

,,,
ユ
ウ
ラ
ア
畢
健
を
載
せ
ら
れ
た
｡
前

著
と
大
同
で
あ
る
が
'
ベ
イ
ダ
ギ
イ
の
支
那
史
に
関
す
る
注
記

は
刑
去
せ
ら
れ
て
了
つ
た
｡
故
に
余
の
補
正
の
必
要
も
な
-
な

つ
た
わ
け
で
あ
る
｡
た
ゞ
前
著
の
誤
植
が
全
部
其
健
に
遭
っ
て

ゐ
る
遺
憾
さ
と
'
ク
リ
ヒ
･
カ
タ
イ
の
考
詮
を
書
-
様
に
と
勧

め
ら
れ
た
る
先
生
の
御
好
意
と
が
'
こ
の
一
籍
を
成
さ
し
め
た

所
以
で
あ
る
｡

因
に
タ
-
ヒ

･

嘉

タ
イ
の
諸
本
'
カ
.ア
ト
ル
メ
エ
ル
の
考
詮

の
存
す
る
事
は
余
押
葉
の
南
本
の
扉
に
菌
域
者
の
注
記
が
あ
っ

た
の
で
之
を
知
っ
た
の
で
'
そ
こ
で

1
鷹
調
査
し
た
に
過
ぎ
な

い
｡
第
二
版
本
の
注
記
中
に

R
ein
au
i

と
署
名
し
た
の
が
あ

る
｡
あ
の
有
名
な
る
東
洋
拳
者
レ
イ
ノ
オ
か
も
知
れ
な
い
｡
之

を
記
し
て
蓄
蔵
諸
賢
に
封
し
て
謝
性
の
意
を
表
す
｡

54



(義勝 注重き昌St:.i,)

S

I

N
E
NS

i
S

■ヽ

A
B
D
A
L
L

短
B
E
!DA
V

jEI

If
ZJ
T

O

ju

A

pw/
CLte
gerninbM
BDunfrip
tb
cdita,

Lも.Zj.772quoquや
redehtl

Ab

A
N
D
R
F.
A

,M
VL
L
巾
R
O

G
R
E
IF
FE
N
fJ
A
G
IO

モ

ー..I

-
l
I.一･1-i
-
--･･･l
tl‥

~
It.--
1...I
......I.~一

A

C

C

E
D

y
t4
T

.

･
CJh
Jd
へm

N
O
T
･jE

M

A

R

G:~~~二
N
;>
垣irqUn

tdgE/tJfb",

o
bj
2
-

p
te
ra
q

uocxplicllmlr)

D
cp
ll
V
A
h
l
n
O
n

P'1uClrCftiEuuntu
r～

H
N
m
HLrA
JdLdA
uJA
fje
&
M
A,ヽ
j"
iLS
Le
,
C

au
e
ra:qllC
郡

u

rq
pゼ
SMrad
l【3:

H
jP
ojjG
SiHCfJdJP
C

rP
etu
is
H
P
im
o"
jL,
P
b
D
Culospo
ニi…
V

p
r.GFCritA
n

O
tan
tu
r
&
e
M
"
zj"
I'L
H
IP
or.3
Sin
enG
3E
sque
)hic
,

u
L
&

5
"
OLd
ad
B
Aj
J
JEo"
,
ru
p
p
]c
Tl‥三

'

cQn
tYA

dia

i

c7W
J

d
c息
ue

concこ
ia
n
turI

S
p
"
ECJiN
dt
J

ZnJ
･
&
u
eP
･
V
Jt･
3
t･

M
ultl
IIO
c
p
rlm
u.m

COgn
O
Vim
uS
re邑
O,&
)11u
l【
a
Yeniem
is
J:V
I
PO･

p
ule
,
ig
n
(ぎ

n
o
bis,(tieC･

コ転相等詔だ芸料 一基q,.-),,･ヾ .～,,～.,弓

A
N
P
謂
泊
池
譜

E
R
I･
,I

OP
U
S
.C
O
L
A

N
o
n
m
Ju
a

O
RE
N
T
A
u
A
,

u
n
o
V
o
lumi
ne.

comprehenra,
L･

つ4.I_...二
..&UW"T

◆'r′

Seqvenrl-PaglTu
proJj
monLtrabitj

揖院丹醇喜1.SL革岩- ヾ ■p '/,･,u弓て77,＼旬

日 淋 毒 囲

D
E

R

O
L,
J
N
],

..,:
't":
Ilk.;-..:
J';.:,I,-.,1,'-.;,,.;I
,!'.,I:,.:㍗
.I
.L.,i:I..ti:
.i.2,.Ill:

I

.i1..i:
;
,.::i','1,....:m
z;'''':.:
｡
.

f
r-

1一--

111--1tllll11,--LI

･一･一
一
･･一1-･･1･1
--

i

…

p
r

o穿

a
pu
d

l

■O
H
3
A

EN
が

EJ
f
d

,
T
M

L
…

M
,

C

,
C

1
D

JU
G
L
X
X
X
-
i

f

J
-

一一-･-

ー

-
-
,
-
-･～

-

M

,

D
C

.XCV
.

i
,,S
S

I､.一･･･---
-

-

-

接

は

J

9

H
A
N

NF̂ltV
b
L
C
雲

R
:,


